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路上から一円玉も消えた消費税☆

会からのお願い
交通費及び宿泊費にっいて

第工６回全道集会のお知らせ

　

「第・７回あすなろ会総会集」
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あすなろ会新役員
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第エ６回全道集会協賛広告

（資金ご援助）のお願い
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会の資金に「花火」の販売に御協力を

お願い致します、

夏に花火をトげて

売りあげもトげよう
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交通費及び宿泊費にっいて
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以

　

上

さきの「ページ」で申し上げたように消費税や会費の納入率の悪さ、それにもまして募金

の目減り。このままいけば「花火及びビール券」の販売にも影響してくるかと思えば気が

思いですね。還元金も少なくなることでしょう。会と致しましては、なんとか節約して

　

「医療講演会や役員会」を少し減らしてもやっていきたいとおもいます。

そこで「宿泊費と交通費」はド記の通り決めさせて戴きます・

※交通費

　　

・市内は会員５００円とし、家族については自己負担とする。

　　

・市外は会員の全交通費の半額を会が負担し、家族については

　　　　　

自己負担とする。

　　

・車椅子の介護人については、市内では会員の三分の一

　　　　　

市外では、全交通費の7三一

　　

；

　　　　　

る。

　　

・なお、特別な事情以外は飛行機の利用は御遠慮ねがいたく、

　　　　　

やむおえず飛行機を利用せざるをえないときは、事前に

　　　　　

会の方へ連絡をとる。

※宿泊費

　　

・会員については半額を会が負担する。

　　

・家族については自己負担とする。

　　

・車椅子の介護人については:三分の一を会が食担する。
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あすなろ会の総会も無事に終わり、新役員も会員の皆さんと共に会の為に一生懸命頑張り

たいと思っている訳ですが、国の行政の悪さから消費税が導入され会の運営に大変混迷し

ております、現在１５０名中会費を納めている会員さんは、三分の一です、これでは会の

運営はむずかしくなります、これも消費税の影響かなと考えさせられます、なかにはド記

あげられるような例もありますので、御参考まで書かせて戴きました。
｢‾'i・'石ようの「ハガキ｣には住所氏名を記入の上投函して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-

（１）あすなろ会に人会したら「メリット」特典があるのかと望む人がいます。

（２）自分が「あすなろ会」の会員なのに難病連の会員と思っている人。

（３）「あすなろ会」の会費は納めないでも外のサークルや団体には会費を納めている人

もいます、

（４）「あすなろ会」の会費が「免除」になっていないのに会費を何年も納めていない人。

（５）「あすなろ会」を脱会したいが、面倒臭いし、金もかからないから。黙って会報を

もらっておけと、言っている人もいる。

（６）会費を銅めなくても会の呼び掛けに参加すれば交通費や弁当が出るのでただ会にい

る人もいます。

以上ですが、まだいろいろありますが、一一つ一つ拾いあげたら切りがありませんので、こ

の度皆様からアンケートを戴く為に「ハガキ」を同封いたしましたのでぜし「７月末日」

まで、ご返信下さい、なを「返信ハガキ」は６月

　　

日まで会費を納められた会員の方に

は、入れてございません、ただし期日まで御返事がない時は脱会したものとみなし名簿よ

り抹消いたしますので、ご承知下されますようにお願い致します。
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〈メインスローガン〉
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今集う

　

夢の大空

　

希望の大地

　

明日を求めて

　

ＩＮとかち

第1圖難病感者・阻轡者と家族の全遭難会

　　　　　　

〔参加申し込み要領〕

　

1郭9年８月５日et)十勝川温泉笹井ホテル(レセプション・分科会)

　　　　

６日(日〉音更町立共栄中学校(分科会)

　　　　　　　

音更町文化センター(全体集会・分科会)

　

〈参加費用一覧〉
第１日宿泊費

　　(朝・夕食・レセプション含)
8,800円 9,600円 ツ１

７泊

｜

２
泊

ツ
ア
ｌ

全体集会（昼食代含） 800円
パス往復（保険料含） 10,500円

大人　15,000円

子供　10.000円
バス途中食事 800円
バス帰り食事 800円

第２日宿泊費（朝・夕食含） 7,500円 大人25,000円・子供15,000円
レセプションのみ参加の方は 3,000円 パスを利用しない方は、バス代およ

び途中食事代を除いて計算します。合　　　　　　　計

〈記念講演〉

(障害者とjl域IE活)

　

・Ｊ ,-●=＿　_●-　Ｊ－　－~-●
札暢いちご会会長
小山内

　

美智子さん

〈アトラクションご協力〉
５日

　

ペアーズ、ハーモニカクィンテット

６日

　

東士狩獅子舞

　　　

音更バトントワラーズ

　

〈主なスケジュール〉

５日出

　

バス出発（札幌10 : 00、他に函館、旭川、室

　　　

蘭、釧路から）

　　　　

18 : 00歓迎レセプション（於笹井ホテル）

６日(B) 9 :30分科会（共栄中学校、文化センター）

　　　　

12 : 30全体集会（音更町文化センター）

〈分科会開催予定〉

と
か
ち
渦
大
平
原
・
神
秘
渦
湖
へ
み
ん
な
？
行
こ
う
／
・

個人参加部会、ダウン症、筋無力症、多発性硬化症、

膠原病、パーキンソン病、リウマチ、ベーチェット病、

後縦靭帯骨化症、脊髄小脳変性症、側わん症、バージ

ャー病、血友病

〈未定〉二分脊椎症、筋ジストロフィー、心臓症、未

網症、てんかん、人工透析、ウィルス性肝炎、再生不

良性貧血

参加申し込みを早めに 之

　　

バス

ト
ー
Ｆ
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最終メ切は７月２０日です・

お早く申し込み下さい。、宿泊、食事の用意があり

　

ますので、できるだけ早めにお願いします。

　

参加費は請求書を発行しますので、郵便振込み等を

ご利用下さい。

※救急班の医師ヽ介助ボラ｀’ティアを用憲して゛まち

　

参加する方はかならずハガキを出して下さい．
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★５月７日「第１７回あすなろ会総会」　

１４５通だして御返事下さったのは．

は無事終了致しました。残念ながら総会の案内状を

わずか３７通にしかおよびませんでした。

以下は、欠席者で御返事下さった方々です。有難うございました。

氏　　名 住所 通　　信　　欄

杉山和子 札幌市 多分欠席だと思います。もし、都合がつけば伺いますが。ここ数年
食費人生を歩んでいて外食は一切していませんので．お弁当の必要

は．ありませんので………毎日の食事と健康とは一般に考えられて
いる以上に深い関係があるという実感を持っています。皆様のご健

闘を祈っています。

大久保　尚　徳 札幌市 私と同じ病気を力功ヽえている人が、果たしてどれくらいいるでしょ
うか。同じ病気をかかえた人からrあなたに比べたら私の方がずっ

とましだ」と気休めの材料にされたくありません。顔が醗く変化す

るほどひどい人は　果たしてどれほど外に出ていますか？

阿　部　　妙 札幌市 誠に申し訳ございませんが、体調をくずしておりますので出席でき

ません。よろしくお願い致します。

石　川　　薫 札幌市 いつも欠席で申し訳ございません。元気に過ごしております。昨年
５月に生まれた長男もズタズタ育ち早いものでもうすぐ１才です。

この子の為にも病気にはなれないと注意して生活しているこの頃です

石　子　淑　子 札幌市 この４月に七飯より札幌に移りましたので、今後とも宜しくお願いし

ます。

井　間　枝　美 弟子屈圖1 いつも出席できず申し訳ありません。毎年の署名活動については支部

でまとめて送っていますのでご了承下さい。

足　立　修　一 函館市 季節の変り目になり、体調をくずし心臓発作をおこし現在入院中です
大切な総会に参加したいのですが出来ません。総会の大成功を祈って

おります。

西　崎　　勝 上砂川町 事務局の皆様、毎日ご苦労さまです。なかなか出席出来ず残念に思っ

ております。

41　西　　薫 L磯町 欠席ですが宜しくお願い致します

或　田　愛　子 帯広市 今回も欠席をお許し下さい。私も支部で何かとお手伝いをしています

皆様も元気でかぜひかないように

l度辺陽子 千歳市 申し訳ありませんが都合で欠席させていただきます

盾　本　ヨリ子 美唄市 いつもお世話になっております。

村　田　みゆき 札幌市 旅行の予定が
事をお祈り申し上げます。

駒　地　由樹絵 白老町 総会には是非出席したかったのですが．日程の都合がつかず残念なが
ら欠席します．今年4まお正月そうそう病状が悪化し、４月に入りやっ
と身の回りのことや歩行が出来るようになりました。春の訪れに向け

て病気には負けないように頑張っていきたいと思っております。

鴫　海　典　子 札幌市 皆様の日頃の活躍本当にご苦労さまです。総会当日は仕事がありまし

て出席出来ません。皆様のご健康をお祈り致します

三ツ石　ス　エ 札幌市 現在メモリアル病院へ入院中なので出席できません。旭J11医大から北

大病院のお世話になっております　乱の肝炎は慢性でJIEA非Ｂ型です

脇　谷　順　子 札幌市 入院しているので出席出来ません

溝渕多津子 苫小牧市 残念ですが、今回は都合が悪く出席出来ません。会員や家族の皆様も
お元気で



氏　　　名 注　所 通　　信　　欄

吉　川　次　子 伊達市 幾年も欠席ばかりで申し訳ごぎいません一昨年、昨年と２年間に３蹟

の入院で今は通院中です。歩行も困難になり一年ごとに休の衰えを感
じます。こんな状態の時こそ皆様とお逢いしてr話し合いができたな

らば」と思うのですが、本当に残念に思います。皆様に宜しくお伝え

下さいませ。

沢　田　徳　知 登別r巾 この場をお借りしてお願いします。私事の都合により当会を退会致し

たく　手続きを宜しくお願い致します。

庄　司　　哲 伊達市 春風とともに総会の季節ですね。いつもお世話になりありがとうごさ

います。また　欠席して申し訳ございません。皆さん　お元気で！

阪　垣　憲　一 函館市 「レツクリング・ハウセン氏病」講演会の時は、大変お世話になりま

した。今年度もどうぞ宜しくお願い致します。また、皆様に逢えるの

を、楽しみにしています。

安　田　豊　子 遠別町

霜　平　　明 恵庭市

悩　襖　　浩 札幌市

1｣之内　ウメ子 皿市

鳴崎桂子 七飯町

1波多野マリ子 士幌町

土　井　ミ　キ 室蘭市

太　田　隆　男 札幌市

荒　井　薫 士幌町

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
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★以下は出席された方々です。ご苦労さまでした。

＊

氏　　　名 住　所 氏　　　名 住　所

西　田　喜代子 札幌市 石　崎　真珠枝 札幌市

橋　本　京　子 ﾀ| 加　藤　千恵子 w

斉　藤　千鶴子 江別市 石　川　　実 μ

小　湊　順　子 札幌市 日下部　芳　子 ;;

白　鳥　藤　雄 w 陶　山　理　恵 //

＊ ＊



　　　　　

「芙佳男ilμこつX･､｀ゝで」
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北海道難病連事務局長伊藤たてお氏

○

　

あすなろ会のような違う病気の患者さんが集まっている会ができたの4ま、北海遮が初めてである。難

病連ができたのと同じ年にできたわけで、同じ１６年の歴史を歩んで来た。刳ま、各県に同じような団

休ができているが「希少難病会」とか「あすなろ会」など色々な名前を使っている。この「あすなろ会」

は、男11名「希少難病部会」呼んでいるが、昔4ま「偏人参加難病患者の会」という名前を使っていた。東

京の同じような会が「希少難病会」というのを使ってから、こちらもそう呼ぶようになった訳だが「希

少難病」という呼び方は、非常に誤解を受けやすいことがあって、あまり使わない方がよいので4まない

かという声がある。「希少＝まれに少ない」難病の会というと、どういう病気か？という事になり、あ

すなろ会に入っている人は皆そういう病気かという事になるが。必ずしもそうで4まない。難病というだ

けでも大変なのに、希少がつくと心理的にもむずかしい事が起きて入会しずらい。会に入っても希少と

いう事を意識して、とてもやりにくいという問題が出てくる。そういう意味で「希少とは何か」「難病

とは何か」を話し合いをして行く事も大事な事であると思う。

　

難病についての歴史だが「難病」という言葉4よ、社会科学や社会福祉の中や医学書をひいてもない。

よく「自州ま難病である。」という言い方をするが、難病という病気はないと言う事を前提にしたいと

思う。この難病問題が生まれたの4ま、昭和４７年に国が難病対策を鯉世’）てから「難病」という言葉が定

着した。戸田病やイタイイタイ病、水俣病などまだ原因の解らない頃、このような病気をr風土病・奇

病」と言っていた。これが「難病・奇病」と変わって来て、そのうち奇病とはひどいで4まないか、と言

う事で、奇病が抜けて難病が残り「難病」と言う言葉が生まれた訳だが、この言葉が定着した頃には、

すでに、戸田病は藁の副作用によるもの、イタイイタイ病・水俣病は水銀中毒によるものと、原因らし

きものが解ってきた。なのに奇病と言うの4まおかしいというので、難病と言う言葉が定着した。

　

厚生省4よ、昭和４１年から難病対策室と言うのを作り難病対策を始めた。北海道では、特定疾患対策

係となっているが、特定疾患と言ういい方は、「ある病気を指定して調査・研究するということと、治

療一研究するという２つの研究の面を持ち、研究に協力してくれる患者に対し謝礼金をだす。」という

事で、患者の経済的負担を軽くしようという事で始まったのが、特定疾患対策である。今4ま、一般に難

病という言葉を使っているが、難病に入るか入らないか表現するもの4ま、特定疾患かそうでないかとい

う意珠である。「医療費が公費負担の難病＝特定疾患」という考え方である。しかし、これはある面で

は正しいが、我々は正しくないと言っている。例えば、筋ジストロフィーは、難病中の難病であるが、

特定疾患対策に入っていないので難病ではないという見方をするが、これは正しくない。

で4ま、今言っている難病とは何かと言う事で、厚生省で昭和４７年から難病対策を始めるにあたりr原

因不明、治療法未確定であり、且つ後遺症を残す恐れが少なくない疾患．（スモン、ページェット病



重傷筋無力症、全身性エリテマトーデス）」を指定して．この４つの病気に対して入院患者に月２万円

の研究謝金というものをくれた．さらに昭和４８年にこの４つの病気は、公費負担の対象となる．しか

しこれだけでは、何かと問題があると言う事で２年後に、国が次の定義を追加した。r経過が慢性にわ

単　ず介護なこ著しく人手を要すためご家族の負担が重くａ･
一一一

1卵りにも負担の大きい疾患。（小児ガン、小児慢性腎炎、ネフローゼ、小児ぜんそく、進行性筋ジスト

ロフィー．腎不全｛人IS嚇｝/j呪異常行動、重症･Ｊ害児〉」しかし、これでもまだ曖昧な点がある

とし、難病患者福祉研究会が次の定義を作った。

　

①根本的治療法力　、慢性の経過

　

②しかも、生活行動の輔袈、障害を伴うため教育・職業・家事・四を果たす事力纒擬になっ

　　

たり、介護を要する状態になり家族の精1卯り・経済的・労力的負担が重いなどの特敏をもっている

　　

こと。

難病は　典型的疾患と言えようつまりどんなに難しく厳しい病気であても

この定義にあてはまらなければ、難病と言えないと言う事になる。

　

国で指定している特定疾患は、医療費の公費負担分の1/2を都道府県が負担している。刳ま、３１疾

患が指定されており、139.785人が特

　　　　　　　　　

をしている。道内は9,232人いて人口１０万

対比162.55人いた。｛聯S61犠｝この他に、北海道単独で指定しているものが１０疾患あり16.437人いて、

肝炎・構本病など含まれている。（斟鵬畑10^293. 5A)

　

あすなろ会の場合4よ、お互いに病気が違うのでその中でどうわかりあえるかという冑箆がある。共通

のものを話して行くしかないが、何が共通かと言うと、まず4ま日本人である。言語の共通もある。しか

し、そのほかにもっと重要な共通点がある。まずは「自己免疫」である。ｶ々り四機能に関

係している。他にはｒＨＬＡ｛ｆ鵬哺｝」や「神経」。「ウイルス」。「遺伝」。「血液」。「消化器」

「ホルモン」。「筋、骨格」などが色々な病気に色々な所で関係している。例えばクローン病」1=･大動脈

；

　　　　　

‘も自己免疫の疾患であるなど、色々な病気が仲間になってくる。血管の病気だって心

臓に来れｊｊ６筋梗塞だし、脳にくれば脳梗塞だし、足にくればバージャー病みたいなもので、もともと

は共通している。他の団体は、たまたま同じ病名で患者会を作ったが、あすなろ会も病名は違っていて

も、もとをたどれば11とんど同じ病気の仲間である。同じ物をそなえていると考えれば仲間になるので

はないか。共通のもの1まあるが、皆は病名が違うために別のものと考えてしまっている．rなぜ共通な

のか」「何が共通なのか」をもっと勉強して行く必要があると思う。

最後に、あすなろ会で大事な事4ま、色々な病気の人がくる。病気とは言えないような状況の人やCヽの病

気の人がくる。そういう中で゛「丈夫とは何か」「病気でないとは何か」「漣康とは何か」をきちんと話

し合って、皆お互いに病気だと言う事でもたれ合ってはいけない。健康だから会から出て行きなさいと

言う事で4まない。動ける人は動けるなりに会に協力してもらいたい。しかし、今大変な人は病ﾀｙ）方に

専念してもらわなければならない。でも、そのためにも「病気とは何か」ということも、話し合っても

らわなければならない。病気と言う場合には、具体的に身体に検査結果として現れる場合と、そうでな



い場合がある。それと人によって病気に対する感受性が違う。そして病気がゆえに失うものはたくさん

ある。職業や結婚、あるいは身体的に手足を失う。人間は何かを失ってしまうと殼にこもり閉鎖してし

まう。すると、今度は自毅願望が出てくる。ｶヽならず失ったもの4こ対し担うものを与えてあげなければ

ならない。義足を与える、車イスを与えるという、単純なものではない。例えば歩けなくなった事で

車イスを与えられた。それなら車イスで外に出たり、何かできるようになって始めて車イスの意味が出

てくる。ある1,4ま、病気になって外へ出たくなくなった。ずっと家にこもりっぱなしで良いという人は

それなり1こノ’;ラッスがとれている。そうではなくて、もがき苦しんでいる人は満足できていないからで

ある。それでは、その人に何を与えようかというと、それは友達であったり仲間であったり、外へ出る

ということで●liや生き甲安をみつけるものが何かあるはずである。心と休のバランスをくずすと、そ

れは、自殺へつながっていく。そのバランスをどのようにとってあげようかというのが、我々が仲間を

見る時の見方である。「この人は何を失っているのか」この部分が足りないと思ったら、このことを教

えてあげる。しかし、周りから見てその人は充分満足しているならば、何も□をだす事はない。よm^

な事だと言って、かえってバランスをくずす場合もある。その辺をどう料折して見てゆけるかが、患者

会のリーダーの役目である。

　

最後に一言、あすなろ会は「病名は違っていても皆同じ仲間である」ことをぜひ、理解してほしいと

思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上

「すばらしいお話を有難うございました．私共「あすなろ会」も．

　

より活発に、より積極的に活動できますよう、会員の皆様と共

　

に努力してまいりたいと思います．今後ともよろしく御支援の

ほど、お願い致します。』
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平成元年度役員名簿
- ●

役職名 氏　名 自　宅　住　所 電話番号

会　長 石川　実

副会長 日下部　芳子

副会長 陶山　理恵

監　事 石崎　真珠枝

監　事 加藤千恵子

運営委員 橋本　京子

運営委員 福谷　順子

運営委員 高橋美代子

……地方運営委員……

地　区 氏　名 自　宅　住　所 電話番号

旭JII地区 安田　新子

帯広地区 成田　アイ子

室蘭地区 庄司　　哲

函館地区 高松　範子

阿寒地区 狩野　閲子

★

　

総会で平成元年度の役員が承認されました．

　　

前号で（案〉としてだされていたものと一部

　　

都合により変わっております．宜しくお願い致します．



＊

４月１日に行われた「レックリングハウゼン氏病（小児）」の医療講演会に出席された

小寺民子さん親子よりお手紙を頂きましたので紹介いたします。

｀●φ

t.＝ お疲れになったことでしょうね。

毎年々とても楽しみに待たせてもらっています。いろいろとお心遣いしてくれている

皆様のお蔭だと思います。毎年センターを訪れたあと、また来年も来よう……と楽し

い気持ちになるのも、皆様のご協力の賜と心より感謝致しております。

　

感想文うまくは書けませんが、同封しましたのでよろしくお願い致します。
お休にくれぐれも気をつけまして、お仕事に励んでください
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【感想文として】

　　　　　　　　

－

　

｀i･-

　　

･

　

-●--

　

二-

　

･････-●-=I｀--　ﾐｰ　-
１弟ぶりの再会、楽しみに待っておりました。毎年の催しおりがたくおもいます。

ト年もまた、熊切先生に御出で願い講演をして頂きありがとうございました。昨年と

り復習などもあり大変わかりやすく、いろいろお調べしていらっしゃるご様子、うれ

しく思います。親の気持ちも察していらっしゃり、安心して講演を聞かせて頂きまし

た、また、この病気についても少し明るい先が見えてきているようですし、今後につ

いても期待したく思います、お忙しい先生にお出でを願い、この様にできましたのも

皆様のお蔭とおもっております。私達にできる事がありましたら、ご協力させて頂き

たく思っております。
せめてレックリング・ハウゼン氏病が難病に認定される様に。病院にかかる金額より、

もう少しこの病気を皆に判ってもらいたい……とも思います。この子達が大きくなり

社会人となったときに、強い子になってほしい、たくましくなってほしい、こんな子

供達をあたたかく見守ってほしい、同情や慰めではなく、思いやりの気持ちで見守っ

てほしい。そうなるまで、私達親は何とかしてやらなければ……と思っております。

この病気が早く認定される事をお願いし、また、この会の会員が増えます事を祈りま
して、御礼といたします。
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あやちヤんへ
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小寺

　

民子

＊

　　　　　　

＊

　　　　　

一一一一一一一‥
こんにちは、あやちゃん！

　

かぜなおりましたか？

年あえなかったのが、とても残念だったけど、来年のあえる日を楽しみに

まっています。絶対に来てよ！

　　　　　　　

バイバイ

　　　　　　　　　　　

‥一一‥一
小寺

　

亜希子

－－ - －----〃-〃－Ｗ〃〃=＝

　

『５年生になってから……』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

小寺

　

亜希子

私が５年生になってから、病気のことを言われるのが少なくなりました。

Ｍ君に、アレルギーのことを言われたくらいです。

それいらい、言われませんでした。rA ・ＹｊｒＭ・Ｔ」「Ｍ・Ｋ」が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー　　　　－　　　－二　－　　　　●権1談相手になってくれます。でも、１ちゃん、Ｎちそん、Ｈちゃん、

Ｍち今んに、わるぐちを言われます。でも、がんばらなくっちや！

　　　

だって最上級生|な亙をニ:Ｊ
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投稿者に抗議する
先日私共の「あすなろ会」にｰ-一通の手紙がまいりましたの悪ヽレ早速あけて

　　　　

読んでみました．まず読んでみて私は鷺いています．札幌で２年前に母子

　　　　

家庭の母親が生活保護を受けられず自殺した事件がありましたが市民の世

　　　　

論に勝てず役所もだいぶよくなりつつある時一人の市民がなんで生活保護

　　　　

者の悪口を言うのか、また新聞に投稿した「田中

　

美津さん」なる女性は

　　　　

「生活保護法」なるものを読んだ事がないのではないですか、満足に法律

　　　　

もわからない人がこのことを書いて新聞に投稿するのですね、私たち難病

　　　　

患者にとっては大変な人権無視なのです、「生活保護法」とは日本国憲法

　　　　

第２５条の理念↓こもとず･き平等に平和に福祉を受け生活をし長く生きる権

　　　　

利が．あるのです．「田中

　

美津」さん貴女の投稿を読んでもしｒ難病患

　　　　

者」の方がこの世はかなんで死につながるやうな事がおきたら、どうしま

　　　　

すか．貴女は責任を取れますか．私は「生活保護法」を３０年以上読み研

　　　　

究していますが、致ある法律のなか「生活保護法」ぐらい人権無視の法律

　　　　

はないのです．これは受けた方でなければわかりません．ｒ保護ｒを受け

　　　　

S’パチンコ、競軸．競馬．母子家庭の奥さんのパート」の件にしてもそう

　　　　

ですが一部にはいるでしょうが私の調べた所では１０万人一人か５万人に

　　　　

一一人です．「生活保護」を受けるといゆうのはどのくらい大変か又受けた

　　　　

後の監視のＵの厳しさを、ご存じですか、「田中」さん、貴女iも一度病気

　　　　

になり仕事もなく使ってくれる所なく、金も無かったら「田中」さん貴女

　　　　

はなにおします、失礼ですけど泥棒でもしますか．しないでしょう．それ

　　　　

は悪い事なので、では人間正直に生きようとすれば生活保護」を受け一日

　　　　

でも早く病気を治し働きたいと思っているのが正直な人間だと思いません

　　　　

か．終わりに「田中

　

美津」さん．私共ｒ個人参加難病患者の会あすなろ

　　　　

会」としてもぜひ．貴女に御理解戴きたいとおもいます．ｒ正直な人間は

　　　

｀

　　　　　　　　　　　　　　　　

゜･゛｀･
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１０万人いたら悪い人間は一人ぐらいいるかもしれません』函舘の街には

好い人沢山住んでいると聞いています。それと「生活保護費」は税金で賄

っていると、

　

1,11,ゝますがｒ保護を貰っている人も病気に夕る前はちゃんと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｰ。

皆さんとおなじく税金を払ってきた人なのです。これはぜったい忘れ無い

で下さい。「あすなろ会」としても一人の市民がｒ生活保護法ｊについて

新聞に投稿してほしくないですね。投稿するなら、もっと勉強してから投

稿していただきたい。
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<＞事務局だより＜＞

７月に予定しておりました「大動脈炎症候群」と

１０月に予定していましたr橋本病

演会が取り止めになりました。病院の先生に

お会いして日時を決める予定でしたが会長の

体調が一時悪くなり、会員の皆様には大変

ご迷惑を、お掛けしましたこと深くお詫びをい

たします。その変わりといってわ何ですが会員

さんからの要望が多い「潰瘍性大腸炎とクローン」

病医療講演会を、１０月１５日（日）に開催

する事になりました。その他栄養相談、のお話

もございます。なを詐しい事は後程おしらせい

たします。

路
上
か
ら
一
円
玉
も
消
え
た
消
費
税

匿名さん

　　　

一別海町の

小寺蔀希子さん一投稿ありがとう

ございました。これからも宜し＜
お願いいたします。

ｌ編集人

　

個人参加難病患者の会

　　　　　

あすなろ会
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